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　昨年、我が国は歴史に残る自然災害と科学技術の根幹部分の危うさを経験�し�た。世�

界規模では経済の仕組みが根底から問い直されようと�し�ている。人々は大きな試練の�

前で、ただただ立ち尽く�し�ているように見える。�

　�し�か�し�ながら、気仙沼や陸前高田などの避難所で一心に何かを描き続ける子どもの�

姿を前に�し�たときに、何か�し�ら絶望的に思えた壁を超える大きな道を見ることができ�

た。また、造形教育が有効であるとともに、再度問い直さなければならない部分があ�

るとも感�じ�られた。学校を離れた子どもたちは、評価や表彰、対価を期待するのでは�

なく、ま�た�先�生�や�親�に�言わ�れ�る�の�で�も�な�く紙�に�向�か�っ�て�い�た。何も�な�い�紙�の�上�に�…。�

紙の上に自分を残�し�、外界との接点の記憶を色や形で表�し�ている。おそらくそこには�

人と�し�ての原初性があって、人がこの世と関係性をつくるときに描き表すという避け�

がたい行為があるように思う。このことこそが造形教育の原点であろう。�

　造形教育の原点を問う場面は、新�し�い秩序を構築する第２次大戦後にもあった。そ�

の折も絵を描く子どもに注目が集まった。映画�『�絵を描くこどもたち』�（1957年）�は戦�

後の美術教育の一つの結論であった。�

　何も�描�か�れ�て�いな�い�紙�の�上�に、ま�さに�象�徴�的�に�何も�な�い�紙�の�上�に何�も�指�示�さ�れ�ず、�

強制されずに表現する活動は、過去のあの時に戻るのではない。新�し�く生まれ変わる�

自分をつくっていくことだ。そ�し�て、新�し�い世界がつくられていく。�

　私たちは、これまで学校教育全体が選抜主義の恐怖に怯えて、表現の教育を軽視�し�

てこなかったか。細分化�し�た教科の内容をどこまで集めても、文化や人間全体を見渡�

すことはできない。造形活動はまさに「生きる力」の核にいる。今、期待されている�

ことは大きいはずだ。�

アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

　一見つまらぬこと�をおも�し�ろいと感�じ�たり、さら�

にそれをもとに楽�し�く発展させることは、�童心の遊�

び心がなせる私の創�造の基本と言えるだろ�う。�

　晩秋の朝、たくさ�んの落ち葉が散った公�園でふと�

気づいたことがある�。形も大きさもさまざ�ま、赤や�

黄に色づいた落ち葉�のほとんどが、葉表を�下に、葉�

裏を上に�し�て落ちているではな�いか。落ち葉がこん�

な状態で地面に落ち�、散りばめられている�とは、今�

まで気づいたことが�なかった�し�、教えられたことも�

なかった。�し�か�し�、私にはとても新�鮮な発見でうれ�

し�かった。リンゴが落ち�るのを見て、引力の存�在を�

発見�し�たニュー�ト�ンのような気分で�さえあった。私�

は落ち葉の地面への�収まりのよさがそうさ�せたのだ�

ろうと思うが、その�理由はともかく、この�発見だけ�

で十分満足であった�。�

　かつて平和のポス�ターのアイデアをあれ�これと考�

えていた時のことが�忘れられない。近所の�金網のフ�

ェンスに囲まれた空�き地で、遊ぶ子どもた�ちが出入�

りするために、こ�じ�開けられた破れ目の形�がおも�し�

ろかった。私はその�破れ目をアイデアのヒ�ン�ト�と�し�

てスケッチ�し�た。その形を飛び立つ�鳩に変えてみる�

と、複雑ないざこざ�から解放されて、すっ�きり平和�

が生まれてくるよう�な気さえ�し�た。こう�し�た単純な�

見立てが意味の深い�ポスターに生まれ変わ�ることは�

そうあることではな�いが、おも�し�ろいことである。�

　昨年、私の住む�東京・神楽坂の伝統芸�能祭のポス�

ターを頼まれた時�、この町ら�し�い敷き詰められた石�

畳の一隅を表現�し�たかった。石畳の道を�表現するに�

は、筆やペンで描�いたり写真を撮ったり�し�ても実感�

が出ない。私は手�元の消�し�ゴムを小さく石畳形�に切�

り取りハンコと�し�た。灰色の絵の具をつ�けては、敷�

き詰められた状態�に沿って押�し�ていくと、さながら�

路地の雰囲気を彷�彿とさせるようだった�。�

　こんなふうに、�身近なものを探�し�ては、それをヒ�

ン�ト�に�し�ながら発展させてい�くやり方は、ワークシ�

ョップの時にも生�かすように勧めている�。�

再生への道�

ゼ�ロ�か�ら�の造形教育�

「生�き�る�力」�の核にい�る�造形教育�

「平和のためのポスター」（1978年）�

「かぐらざか伝統芸能ポスター」（2011年）�

「童心で見、遊び心で造る」�
U.G.サトー�

（グラフィックデザイナー）�



　前述のように、色や形な�どの造形言語によるコ�

ミュニケーションは国際的�である。文字言語が母�

語に限定され制約されるの�に対�し�て、造形言語は�

開放的であり、社会的にも�文字言語以上に重要な�

役割を果た�し�ている。その領域は心象表�現だけに�

とどまらず、シンボルマー�クや交通標識、各種の�

案内板などデザインの広い�範囲にわたっている。�

このように社会的に大切な�役割を果た�し�ている造�

形言語の学習は、その重要�性から言っても「好き�

な時に好きな者だけが学習�すればよい」というも�

のではない。すべての子ど�もが必修と�し�て図画工�

作や美術の授業を通�し�て学校で学ばなくてはな�ら�

ないものであると言える。�

　�「好きな時に好きな者だ�けがする」�ものは一般的�

に趣味と�し�て認識され、学校では�授業と�し�て扱わ�

れていない。なぜ必修教科�なのかについては「読�

み」�「書き」�「そろばん」の場合は�、理由づけが比�

較的簡単である。図画工作�・美術で育まれた能力�

も「読み」�「書き」�「そろばん」と同じよ�うに、あ�

るいはそれ以上に社会的に�必要である理由が今ま�

た問われている。�

　ここでは、造形言語とい�う立場から図画工作・�

美術を必修にする根拠につ�いて述べてみたい。日�

常生活において我々が最も�必要と�し�ているのがコ�

ミュニケーションである。�これなく�し�ては、我々�

の生活は成り立ち難い。そ�のコミュニケーション�

の手段の多くを我々は常日�頃、言語�（文字、音声）�

に依存�し�ている。言語によるコミ�ュニケーション�

には常に身振り、手振り、�表情、動作、色、形、�

音、匂いなどが重要な要素�となっている。それら�

が伴わないコミュニケーシ�ョンは、無性格で魅力�

に乏�し�く、時にはそれが誤解のも�ととなることさ�

えある。このように文字言�語はコミュニケーショ�

ン上欠かせないものである�。�し�か�し�、音声や文字�

は必ず�し�も完全なコミュニケーシ�ョン手段とは言�

えない面がある。�

　例えば、仮に今、自分が�登山�し�た山について相�

手に伝えたいと思い、口頭�あるいは文章で伝達�し�

たと�し�ても、相手にどのような山�に登ったのかと�

いう情報を明確に伝えようと�すれば、かなりの時�

間や文章量が必要である。�し�かも、相手がその山�

について正�し�くイメージ�し�てくれるかどうかは不�

明である。�

　�し�か�し�、そこに１枚の写真�（映像）�あるいはスケ�

ッチ、図示などがあれば音声�や文章で表現�し�にく�

かったものが瞬時に、�し�かも如実に伝わる。中で�

も、自筆の個性あふれるスケ�ッチは登山者が抱い�

た山の印象を楽�し�く伝えるメッセージとい�う意味�

で、互いの心を温かく結びつ�けてくれるものをも�

っている。�

　このように、我々が互いに�その意志・感情・思�

考を伝達�し�合う手段は、音声や文字�だけに限らな�

い。前述のように、身振り、�手振り、表情、動作、�

色、�形、�音、�匂いなど�（non-verbal language）�があ�

り、いずれも普遍性がある。�

　国内外での児童・生徒の造�形作品展や造形活動�

を通�し�て、国々や個人が理解を深め�、平和な友好�

関係が継続�し�ている例がたくさんある。大�震災後�

に福島大学の渡邊晃一による�「Koi　�鯉アー�ト�　�のぼ�

り」での作品は、文字言語を�超えて世界中に発信�

され、アーティス�ト�や教育者、そ�し�て子どもたち�

に多くの共感を与えた。�

　自分が伝えたい情報が相手�に正�し�く、�し�かも温�

かい情感を伴って伝わった時�に、初めて人間的な�

コミュニケーションが成立す�ると言える。このこ�

とがうまくいかないと、個人�、国家を問わず関係�

が悪化�し�て平和な関係が維持�し�難くなってくるこ�

とは言うまでもない。�

　現在の教育は、�「読み」�「書き」の文字言語能力�

を育むことに重点が置かれ過�ぎていて、�「話す」�能�

力の育成が二の次になってい�る。造形言語で「読�

み」�「書き」�「話す」試みは、その文�字言語能力を�

高めることにも役立つもので�ある。現代絵画の父�

と言われるセザンヌは自然を�円筒形・球形・円錐�

形によって扱うことを勧めた�。それらは平面的に�

は○△□の要素を含んでいる�。また、フ�レ�ーベル�

は�恩�物�（�Gift）�の�基�本�的�な�考�え�と�し�て、創�造�的�な�遊�

具について言及�し�、�「…創造的な遊具とは複�雑なも�

のや完成された既製品ではな�く、む�し�ろ単純な基�

本的な形であって、�し�かもその単純な内にも多様�
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　2011年３月11日の東日�本大震災は一次災害の津�

波の想定外の巨大さはも�とよりのこと、二次災害�

である放射能汚染被害の�凄ま�じ�さにおいても全世�

界を震撼させ、�「FUKUSHIMA」�の名は世界に喧伝�

された。�

　復興への人的・物的・�財政的支援などが数多く�

なされるなかで、美術あ�るいは美術教育という立�

場でどのような支援がで�きるのかという課題に応�

えて、美術作品のチャリ�ティーを始めと�し�て教育�

現場への画材などの支援�など、善意の活動が数多�

くなされてきた。�

　このような、外部から�のさまざまな支援や励ま�

し�の声に対応する形で、地元福�島からも全世界に�

向けて、美術教育の発信�があったことは特筆すべ�

き事柄である。その全貌�が�『教育美術』�（2011年６�

月号）�に、�「被災後の『風と土』のなか�で、美術教�

育と日本文化をめぐって�『Koi　�鯉アー�ト�のぼり日�

誌から』�」�と、�「東日本大震災支援　�ワークショップ�

『Koi　�鯉　�アー�ト�　�のぼり』�つくろうに参加�し�て」�に�

紹介されている。�

　この活動は、�福島大学の渡邊晃一�（芸術による地�

域創造研究所所長）�の主導によるもので、�茂木一司�

（群馬大学教授）�らの支援を受けて、震�災２週間後�

からいち早く行われたも�のである。これまでアー�

ティス�ト�と�し�て地域文化や美術、そ�し�て未来を担�

う子どもたちの活性化を�願って展覧会「風と土の�

芸術祭」などを企画・運�営�し�てきた渡邊にとって�

は�「�『避難所』�という空間や子どもたち�と向き合う�

なかで、私は一方的に子�どもたちに与える活動か�

ら、子どもたち自らがも�の作りの楽�し�さを発信す�

ることで、�『場』�を生み出す循環的な活�動に転換で�

き�る�こ�と�を�願�っ�た�」�（�1）�こ�と�は�当�然�の�こ�と�で�あ�っ�た�

と思われる。�

　この発信は、InSEA（国際美術教育学会）�会長リ�

タ・アーウィンにも届き、�多くの国々からの反響�

のもと、国内外から「鯉の�ぼり」作品が集まり、�

本プロジェク�ト�は大きな成果を挙げたと�いう。�『教�

育美術』誌に紹介された国�内外の作品を見ると、�

色や形などによる造形言語�が言葉を超えて、国際�

的にコミュニケーション上�立派な役割を果た�し�て�

いることがよくわかる。�

　このように、子どもたち�自らがものづくりの楽�

し�さを発信する場を得て活�動することで、災害に�

負けない子どもたちのパワ�ーを美術を通�し�て世界�

に示すことができたことは�、本巻頭言にもあるよ�

うに�「造形活動はまさに�『生きる力』�の核にいる」�

ことを彷彿とさせるもので�ある。�さらに、�「避難所�

で一心に何かを描き続ける�子どもの姿を前に�し�た�

ときに、何か�し�ら絶望的に思えた壁を超�える大き�

な道を見ることができた。�また、造形教育が有効�

であるとともに、再度問い�直さなければならない�

部分があるとも感じられた�」という一文もある。�

　同�じ�ような思いを1885年のある�日、若き画学生�

であっ�たF.チゼ�ックは�ウィ�ーンで�子ども�たちが�塀�

などに描いた落書きを見て�、その表現の中に大人�

とは異なる生き生きと�し�た表現があるのを発見�し�、�

興味をもった。児童の絵画�による教育に目覚めた�

彼は、それ以来、画家では�なく子どもたちの創造�

を支持する教師となった。�その彼が残�し�た「子ど�

もたち自身によって成長さ�せ発展させ、成熟させ�

よ」という言葉は、今では�不朽の言葉となってい�

る。�

　子どもたちが生得的にも�っている創造の芽を引�

き出�し�、�導いていくInside-outの教育は引き継がれ�

て�現�在�に�至�っ�て�い�る�が、美�術�教�育�に�お�い�て�も�

Outside-inの�教�育�と�の�バ�ラ�ン�ス�が�必�要�で�あ�る�と�米�

国�ス�タ�ン�フ�ォ�ー�ド�大�学�の�Ｅ.ア�イ�ス�ナ�ー�は�筆�者�に�

語っている。�

特　�集�再生への道� 第1回　�ゼロからの造�形教育�

2．コミ�ュニケーションと�し�ての造形言語�

1．は�じ�めに�

3．コミ�ュニケーションという立場から�

4．造�形言語能力を育む試み�

造形言語教�育�の�大切�さ�
～色・形な�ど�に�よ�る�コ�ミ�ュ�ニケー�シ�ョ�ン�～�

聖徳大学教授　�仲瀬 律久�



なものを含んでおり、基�本的なものの中に創造�し�

ていくのになくてはなら�ない要素と�し�ての理論的�

な、物理的な契機を含ん�でいる形でなければなら�

ない」�（2）�と�し�て、�○△□を要素と�し�た積み木を考案�

し�ている。�

　セザンヌやフ�レ�ーベルの考えにヒン�ト�を得て、�

造形言語表現能力を育て�る原初的な教材と�し�て○�

△□を考案、実践�し�てみた。�

　造形言語表現には、心�象表現と機能�（適応）�表現�

が考えられる。本稿では�、主と�し�て機能�（適応）�表�

現におけるイメージ表現�と共有について述べたい。�

■言語表現と造形�言語表現の転換�

　本稿では、○△□のう�ち、例と�し�て△に基づく�

言語表現と造形言語表現�の転換の試みを授業案と�

し�て紹介する。�

■授業の流れ�（小・中・高）�

　△�が�部�分�あ�る�い�は�全�体�の�形�と�し�て�あ�る�も�の�を�

（�1）�想�起�す�る　�→�（�2）�口�頭�発�表�（�ク�ラ�ス�全�員�）�→　�（�3）�

文字言語で記録→　�（4）�造形言語で表現する→�　�（5）�

文字言語を無作為に組み�合わせて物語をつくり、�

視覚化する�（漫画、アニメなど）�→　�（6）�発展課題に�

移る。�

■授業展開�

（�1）�△�で�イ�メ�ー�ジ�で�き�る�形�（�全�体�あ�る�い�は�部�分�）�を�

個人の経験・知識などから想�起する。�

（2）�口頭発表�（発表力の向上）�

　�（例）�①屋根　②犬の顔　③人�の鼻　④おにぎり�

⑤テン�ト�　⑥ヨッ�ト�の帆　⑦山　⑧蝶　⑨サ�

ン�ド�イッチ　⑩こま　⑪狐　⑫ラ�ッパ　⑬に�

ん�じ�ん　⑭�ト�ライアングル�

　・その他、一人１例発�表する。�

（3）�文字言語での表記�（記述力の向上）�

　・�口�頭�発�表�し�た�も�の�を�文�字�言�語�で�記�録�す�る�（�学�

年に応�じ�て、�ひらがな、�カタカナ、�漢字表記）�。�

（4）�言語表現�し�たものを造形言語で表現�する。�

　・�（3）�の文字記録に従って色�、�形などで多様に表�

現する。描画材料、表現形�式など自由に�し�て�

個人の想像力、創造力を伸�ばす。�（例１～２）�

（�5）�文�字�言�語�で�表�記�し�た�も�の�を�無�作�為�に�抽�出�し�て�

（抽出個数は自由）�簡単な物語をつくる。抽�出数�

は最初少なく、次第に増やす�（言語能力の向上）�。�

　�（例）�前記�（2）�の④　�⑭�

　・�（２コマ）�物語例：「おにぎり食べ�ながら�ト�ラ�

イアングルを叩いていたらご�飯粒が�ト�ライア�

ングルにいっぱいついて�し�まった」�

　・�（３コマ）�　�⑥　�⑧　�⑩�

　　�（例）�「ヨッ�ト�に乗ってこま回�し�を�し�ていたら�

蝶がこまにとまって目を回�し�た」�

　・�（４コマ）�　�①　�②　�③　�⑫�

　　�（例）�「屋根に人が登ってラッ�パを吹いていた�

ら犬が吠えまくっていた」な�ど。�

　　　番号の組み合わせは�他者に依頼するとよい�

し�、物語は理屈に合っていな�くてもよい。頭�

の体操のつもりで友人どう�し�で行う。�

　・子どもたちの興味・関�心に応�じ�て組み合わせ�

数を増や�し�ていく。�

　・△からの想起�

　△�を�2個�に�す�る�こ�と�で�課�題�を�発�展�さ�せ�る�こ�と�も�

できる。▽と△を組み合わ�せるとイメージは△１�

個よりも広がる。例えば、�犬の頭と胴体という組�

み合わせで考えると�（例４）�のように、犬が示すい�

ろいろなポーズの表現とな�る。�

■授業のねらい�（小、中、高）�

　�（1）�想像力、創造力を豊かにする�。�

　�（2）�多様な描画方法を開発する。�

　�（3）�造形言語表現の楽�し�さを味わう。�

■授業の準備�

　柔らかい鉛筆類あるいは�サインペン、マーカー、�

画用紙、ケン�ト�紙のほか課題に応じて準�備する。�

■授業展開�

△の紙が誘発するイメージ�

・簡単な形による複雑な形�の連想。�

・複雑な形から単純な形へ�のまとめ。�

・易から難へ、発達段階に�応�じ�て。　�

Ａ．平面の試み�（小、中）�

①三角形をもとに�し�たイメージ訓練。�

②例と�し�ての犬の顔。▽�

③犬の顔の特徴�（視覚）�。例、耳の形。�

④犬の胴体。△�

⑤顔と胴体の組み合わせ。�▽△�

⑥平面上のさまざまな試み�（例４）�

⑦音声との組み合わせ�（聴覚）�

⑧犬の表情・�し�ぐさなどの身体表現�（身ぶり、�手ぶ�

りなど）�（体育科と関連）�

⑨肌触り、匂いなどの思い�出�（触覚、嗅覚）�

Ｂ．立体の試み�（小、中、高）�

①紙類による表現。�

②�他�の�材�料�に�よ�る�表�現�（�粘�土、焼�物、針�金、ひ�も、�

藁、板材、角材、流木、�アルミ材、廃材など）�

Ｃ．課題例�（学年を追って）�

①犬の作品スケッチ�（線描あるいは明暗）�

②�作�品�完�成�ま�で�の�過�程�を�絵�で�示�す�（�文�字�の�補�足�も�

可）�。�

③イメージ訓練�し�たものにヒン�ト�を得て、ス�ト�ー�

リーを作成�し�、何コマかの漫画を作成�する。�

④�作�品�か�ら�現�実�の�犬�を�想�像�で�描�く�（�見�る�こ�と�の�大�

切さ）�。�

⑤その他の試み�（他教科との関連づけ）�

・犬の折り紙�

・犬の玩具・民芸品、犬のい�る風景�

・人と犬とのかかわり�（社会科と関連）�、動物愛護�

（思いやり・道徳心）�（道徳科と関連）�

・子犬のワルツ�（音楽科と関連）�

　造形言語の課題を発達段階�的にこなす過程では、�

他教科や道徳などと関連�し�ての指導が望まれる。�

■造形言語から文字言�語への転換�

　青年期にある中高校生に自�我を見つめる機会を�

与えることは大切である。�制作中に画面と対話�（コ�

ミュニケーション）�することで、�色や形などを用い�

ての表現後の文字言語による�自己表現が形式・内�

容ともに豊かなものになると�いうことが期待され�

る。同�じ�ように�し�て、文字言語表現からイ�メージ�

し�て造形言語で複雑な経験や�知識、情動などを自�

分のものと�し�て表現することも可能である�。�

　作品のいずれからも、色や�形などを通�し�て複雑�

な心の内を瞬時に読み取るこ�とができる。�作者�（女�

子生徒）�は、�「ガラスの�ビ�ンの中につまって、海底�

探検。ガラス越�し�に見ている海の中はとて�もきれ�

いで夢がいっぱい。でも一歩�外に出てみればきっ�

と怖いこと危険なこともいっ�ぱい。今の私はまだ�

ガラス�ビ�ンのなか…」と解説�し�ている。�

（なかせ　のりひさ）�
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5．課題�の継続性と発展性�

6．お�わりに�

〈注〉�（1）�『教育美術』2011年６月号、ｐ.55
　　�（2）�荘�司雅�子�『�フ�レ�ー�ベ�ル�の�生�涯と�思�想』�、玉�川�大�学�出�

版部、1992年、ｐ.193

（例3） 簡単な物語（○のイメージ・4コマ）�
 

（例1） 貼り絵形式� （例2） 1枚の絵で表現�

（例4） 犬のポーズ（貼り絵）�

生徒作品「夢」�
（ケント紙四つ切り、ポスターカラー、制作時間8時間、高校1年）�



の涙を流�し�た。�

　市井の生活者にとって美�術とは、�“日常”�が保障�

されて成り立つ。被災者と�なって改めて自覚�し�た。�

つまり日常が恒常化するか�らアー�ト�のもつ「非日�

常の世界」に惹かれるのだ�ろう。ところが、支援�

のアーティス�ト�の中には非日常化�し�た光景に触発�

され、その場に転がる瓦礫�の一部をオブジェの素�

材と�し�て、またはワークショップ�で使うと言い出�

す。�し�か�し�その場に暮ら�し�ていた住民は惨憺たる�

現実を前に�し�て、以前の光景が脳裏を駆�け巡る。�

津波襲来直前までの我が家�の居間やダイニング、�

ソファーや食器など愛用品�の感触が甦るのだ。ど�

んなにヘ�ド�ロにまみれようとも、�どれ一つと�し�て�

捨てたものではない。津波�によって無理やり関係�

性が断ち切られただけで、�すべてに生活者の温も�

りが詰まっている。ある女�性は「なんで作品づく�

りだと言ってむごいことを�するの」と呟いた。�

　現代人の日常は、人と人�の関係がほどよい距離�

で保たれている。基本と�し�て相互不可侵のゆるい�

関係で営まれ、その関係を�侵すと傍若無人となり、�

嫌�が�ら�れ�る�。�つ�な�が�り�とし�て�の�“�間�”�が�大�事�に�な�る。�

被災後に生まれた「ピュア�なコミュニティー」で�

は人との密な関係が構築さ�れた。生き抜くための�

共同体であり、肩書きや地�位も白紙と�し�た上で人�

と�し�ての信頼をベースにつながり�をもとうとする。�

共同体では身勝手な振る舞�いはもちろん、その共�

同体から逸脱することは命�を危険にさらすことで�

あり、できない。初期の避�難所がそれに該当する。�

そんな状況の中、美術的支�援活動がやって来た。�

　被災地には、美術的支援�活動が全国各地そ�し�て�

世界からも訪れた。その支�援の高揚感と熱意には�

深く感謝を申�し�上げたい。�し�か�し�被災の程度や回�

復段階、その経過期間によ�って受け入れ側の状況�

は変わっていく。ある時は�、時期尚早の活動内容�

となって受容者とミスマッ�チを起こす。受容者に�

負担をかけず、被災を一瞬�忘れられる楽�し�い活動�

もある。�し�か�し�活動に参加できるのは、�比較的被�

災の軽い子や造形活動が好�きな子、余剰エネルギ�

ーに満ちた子たちであって�、心的ス�ト�レ�スを抱え�

た子が参加することはまれで�ある。�し�かも見ず知�

らずの人との関係構築は容易�ではない。�

　また、受け入れ先となる学�校や避難所も非日常�

下にあって、先生や関係者は�日常を取り戻す仕事�

に忙殺されている。非日常下�に暮らす子どもたち�

に支援活動と謳い、非日常的�世界となるアクショ�

ンをさらに要求することはい�かがなものだろう。�

また、密な関係で築かれた「ピ�ュアなコミュニテ�

ィー」に、日常側の「自由な�振る舞いの謳歌」を�

まとったアーティス�ト�の来訪には、正直違和感を�

覚えて�し�まう。緊急時の共同体には�美術活動の入�

り込む余地は果た�し�てあるのだろうか。そ�れは私�

が被災者になって初めて気づ�いたことである。�

　そ�し�て１年が過ぎた。予想�し�たことではあるが�

当初の密な人との関係は解消�され、往来する人と�

の挨拶もめっきり失せた。従�来の日常を取り戻�し�

たためだ。衣食住が充ちて人�との関係はかえって�

皮相となる。渇いたのどを潤�すように、美術はそ�

の間隙を埋めるために必要と�されるのか。�

　社会から遊離�し�たい心境となる時に、人�は美術�

作品のもつ不変性や恒常性に�惹かれる。人との関�

係が不安になると作品のもつ�吸引性や、見る側の�

思いを一切否定�し�ない寡黙さに浸ろうとす�る。美�

術活動は本来、人を否定せず�にすべてを受容�し�、�

その美術の前で人は素直にな�っていく。一方、美�

術活動は社会との関係構築の�違いによって大きく�

変わる。表現者と�し�てはメッセージを作品�に託�し�、�

社会との関係を顕在化させる�立場がある。その反�

対に、内向きで探索的な世界�を求める立場もある。�

内省的な制作姿勢だ。�

　それでは美術的支援活動は�どこに向かうのか。�

まずは受容者との関係構築が�前提となる。�し�か�し�

活動はシナリオ通りには進ま�ず、手探り状態とな�

るだろう。今後は、活動の内�容や質の検討、さら�

に受容者の心的状態に対応す�る支援の妥当性が考�

究されるべきだ。従来からの�、先生対子ども、親�

対子どもの関係図式の中に新�し�く子ども対支援者�

の関係が生�じ�た。�「社会」�対�「�個」�の構図に置き換�

えれば、そこに成人の第三者�が緩衝の“間”と�し�

て入り込む。これからの美術�活動のあり様が逆照�

射されるだろう。� （にいつま　けんえつ）�
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　３月11日、チリ地震津�波の私の経験は何の役に�

も立たず、む�し�ろ津波の威力を侮った�。全壊地区�

の自宅は大破。私たち夫�婦は内陸のア�ト�リエにい�

たが侵水�し�、逃げ遅れて屋根裏に閉じ�込められた。�

妻は３日目にボー�ト�で救出され、私はごみ袋�と布�

テープで�ド�ライスーツをつくり、胸ま�で浸かって�

脱出�し�たが、途中で転び、全身�に冷水がまわった。�

気温はマイナス、濡れた�体を温める術はない。�し�

か�し�その冷たさを感じている余�裕もなかった。被�

災の当夜、避難所となっ�た学校には住民が殺到�し�

た。校舎に入りきれない�人々は雪の降る中、校庭�

でペンギンのように立ち�つく�し�て一夜を明かす。�

それでも緊張下では風邪�もひかなかったと聞く。�

　その後、私たちは生き�延びるために水や食料を�

捜�し�て徘徊�し�た。安穏と暮ら�し�ていた“日常”が�

一瞬に�し�てはぎ取られ、�「救援物資が届く」�の発想�

すら思いつかなかった。�これが戦時下の状況なの�

かとの思いもよぎったが�、極度の緊張状態では現�

され、妙味に心も温まる。�素顔の女性たちは手を�

赤く�し�て炊事に励み、男たちは瓦�礫や板塀を壊�し�、�

燃や�し�て暖をとる。道行くどの人�にも「食べてい�

ってー」�「温まっていってー」�と叫び、見知らぬ人�

どう�し�が集い、無事を語る。往来�で出会う人と人�

は伝染�し�たように声をかけ合い、�挨拶を交わす。�

被災以前にはなかった光景�が街中に広がっていっ�

た。自然発生的に人々がつ�ながり「�ピ�ュアなコミ�

ュニティー」が生まれ、私�もその一体感に気負い�

なく溶け込んだ。この経験�は、その後の美術的支�

援活動を考えるもととなっ�ている。�

　２か月が経って水と電気�が通�じ�、テ�レ�ビ�の情報�

が入ると原発の深刻さが二�重にの�し�かかる。給湯�

は３か月後で、朝シャンの�習慣が断たれたことで�

私の乾燥性フケ症が有り難�いことに治まった。気�

掛かりは、通水の遅れから�家やア�ト�リエの片づけ�

が遅々と�し�て進まぬことだった。そんな�折、全国�

からボランティアさんが大�挙�し�て石巻周辺に駆け�

つけた。連日、市内各地に�は若い男女に交じり著�

名な美術家もお忍びで参加�し�、長靴や軍手に頭巾�

姿でグループを組む。我が�家では２回ほど瓦礫と�

ヘ�ド�ロのかき出�し�をお願い�し�た。ボランティア活�

動が初めてという彼らは慣�れない手つきでブロッ�

ク塀を運び危ぶまれたが、�何よりその気概と志、�

控えめな誠実さに痛く感動�させられた。�

　どのボランティアさんも�自前で食事を調達�し�、�

活動の対価は求めない。宿�泊も持参のテン�ト�を使�

い、依頼者には一切負担を�かけない。その信条が�

すがすが�し�い。我が家からは�ト�ラック14台分の瓦�

礫とヘ�ド�ロが運び出された。復旧�への大きな前進�

となり、前向きに生きる勇�気を与えていただいた。�

これらの活動は“日常”を�取り戻すお手伝いであ�

り、途方に暮れていた多く�の市民同様、私も感動�
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2．新鮮なコ�ミュニティー�

1．津波襲来�

3．ボラン�ティアさん�

4．美術�の日常と非日常�

6．美�術はどこへ？�

実感が湧いてこない。�

現実は絵空事のよう�

に流れ、切迫�し�た状�

況であるはずなのに�

それが感�じ�られない。�

集中力はかえって弛�

緩�し�て�し�まう。�

　電気・水・ガスが止ま�り、車も壊滅。それでも�

被災３日目には自主的に�町内の駐車場で炊き出�し�

が始まった。近所の人た�ちが集まり、古井戸が再�

開され、被災をまぬがれ�た食品を互いに供出�し�て�

野外の鍋料理となった。�寒空に向かって湯気が真�

っ白に立ち上がり、貝や�魚肉も惜�し�げもなく投入�

5．美術�的支援活動�

被災者�の�立場で美術�（支援活動�）�を�考�え�る�

ア�ト�リ�エ・コ�パ�ン�美術教育研究所代表�、宮城教育大学講師�　�新妻 健悦�

し�せ�い�

かんげき�

被災後の雪の石巻（北上川）�



　私は、これからの教育は�「学校という枠内だけ�

で、将来に必要な知識やス�キルを身につけさせて�

から、子どもたちを世の中�に送り出す」という発�

想を見直�し�、�「地域の中で、�子どもたちの能力を発�

達段階に応�じ�て発揮させていくことによ�り、達成�

体験を伴わせつつ、社会の�一員と�し�ての自覚を促�

し�ていく」という考え方に�転換�し�ていくことが必�

要だと思います。極端な言�い方をすれば、子ども�

たちの力を下手に温存させ�ずに、立派な社会の担�

い手と�し�て、できる範囲のことを�どんどんやらせ�

る。子どもたちを無責任な�傍観者にさせないとい�

うことです。�

　そ�し�て、それは社会見学や職場�体験を増やす方�

向ではなく、積極的に地域�で行われる諸活動に、�

子どもたちを当事者と�し�てかかわらせていくこ�と�

が重要になるのです。私は�、その手段と�し�て造形�

教育は他の教科に比べて、�はるかに社会とつなが�

りをもつことのできる可能�性を秘めていると考え�

ます。その例と�し�て、前述の連携モデル�校事業を�

紹介�し�たいと思います。�

　昨年、千葉市美浜区を中�心に展開されたアー�ト�

プロジェク�ト�「創造海岸2011『美浜だれ�でもアー�

ティス�ト�』�」�に、同地区にある千葉�市立磯辺第一中�

学校が、千葉県立美術館と�連携�し�て参加�し�ま�し�た。�

　�「今の私から、なりたい�未来の私へ」�というテー�

マで、全校生徒一人一人の�等身大の全身壁画を制�

作�し�、それをインスタ�レ�ーション作品と�し�て美術�

館に展示�し�ま�し�た。また、会場の中央に�は、海の�

すぐ傍らに立地する磯辺第�一中学校の象徴と�し�て、�

船をモチーフに�し�た巨大なオブジェを設�置�し�、そ�

の船の航跡をイメージ�し�た泡が、前述の「今の世�

の中について思うこと」とい�うメッセージカー�ド�

になっていま�し�た。�

　この取り組みは、さまざま�な組織が連携�し�たア�

ー�ト�プロジェク�ト�の一環で�し�たので、実行委員と�

なった美術部員は、県立美術�館の学芸員以外にも、�

地域で活躍するアーティス�ト�や、千葉大学の先生�

や学生、�プロジェク�ト�を運営するNPOの職員、�市�

民ギャラリーの学芸員の方々�とかかわり合いなが�

ら、この展覧会をキュ�レ�ーション�し�たのです。ま�

た土日には、展覧会場で美術�部員によるギャラリ�

ー�ト�ークも行われ、展覧会の�コンセプ�ト�について�

説明するとともに、各々の作�品についての紹介な�

どを行いま�し�た。�
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　個人的な話で恐縮です�が、バブル崩壊が叫ばれ�

た90年代初頭、私はまだ�高校生で、これから自分�

たちが出ていく社会がど�んどん失速�し�ていくよう�

な雰囲気を感じて日々を�過ご�し�ていま�し�た。まる�

で社会全体が、いきなり�夕暮れ時になって�し�まっ�

たかのような気が�し�て、同時にこれから夜の�帳が�

訪れるのだという微かな�恐れを抱いていたような�

記憶があります。大学に�進学�し�てからも「景気の�

どん底」�だとか、�「就職氷河期」�だとか、巷には暗�

い言葉が溢れていま�し�たが、街並みの景色は�いつ�

もと変わらず、私の生活�にも劇的な変化は訪れま�

せんで�し�た。�し�か�し�、世の中には重苦�し�く沈滞�し�

た空気が垂れ込めていて�、何だか私は白夜の中で�

この20年間を生きてきた�気が�し�ます。�

　そんな時に、あの大震�災が発生�し�ま�し�た。私の�

住む千葉市でも、道路が�波打ち、近所のコンビナ�

ー�ト�にあるガスタンクが爆発�し�て、キノコ雲のよ�

うな黒煙が立ち上りま�し�た。想像を超える被害に�

唖然と�し�、いよいよ本当の暗闇が訪れ�たのだと思�

いま�し�た。あの震災から１年が�経ちま�し�たが、今�

の私の心境は不思議と闇�の中というわけではあり�

ません。圧倒的な破壊と�悲劇を目の当たりに�し�て、�

それでも、何かが吹っ切�れたような気が�し�ていま�

す。�

　特に、利便性と科学技�術の象徴であった原発の�

ト�ラブルによって、私が高校生�の時から感�じ�てき�

た世の中を照らす太陽と�は、物質的な豊かさの象�

徴で�し�かなかったのだと気づか�されま�し�た。これ�

から新�し�い価値観をもって新時代の夜�明けを迎え�

るのか、沈滞と諦めの闇�の中に落ちるのか、どち�

らにも進むことのできる�朝でも夜でもない時。今�

を生きる我々自身が、夜�明けか闇かを選択すべき�

時は、今なのだと思いま�す。まさに「ゼロから造�

形教育」を始めるにふさ�わ�し�い時期だと考えます。�

　私は約10年間、公立中学�校で美術教員と�し�て勤�

務�し�た後、２年前から千葉県立美�術館に勤めてい�

ます。震災以降、出張授業�などで学校を訪れ、子�

どもたちの確実な変化を感じ�ま�し�た。一言で言う�

と、震災前よりも授業がや�りやすいのです。具体�

的には、話をちゃんと聞い�ている子が多いという�

か、話を聞かない子が減っ�たというので�し�ょうか。�

言い方が難�し�いのですが、反抗的な態度�をとる子�

どもが減ったような気が�し�ます。たまたまそうい�

う学年・学級に出合ってい�たのかとも思いま�し�た�

が、美術館の出張授業では�、幼稚園から高校まで�

出向いて行くので、特定の�世代の聞き分けがよく�

なっているというわけでは�なさそうです。その理�

由を考えていた時に、千葉�市内の中学校と連携モ�

デル校事業を展開すること�となり、そこである出�

来事を目に�し�ま�し�た。�

　この連携モデル校事業の�内容については後述�し�

ますが、�「今の世の中について思�うこと」�というテ�

ーマで、�全校生徒250人が書いたメ�ッセージカー�ド�

には、社会に対�し�て批判的な内容の文面�がほとん�

ど見られなかったのです。�私が学校現場にいた時�

には考えられないことで�し�た。そこで、担当の先�

生に「批判的な内容を書か�ないように指導された�

のですか？」と質問を�し�ま�し�たが、そのような指�

導は全く行わなかったそう�です。�それどころか�「今�

はこんな大変な時代だから�こそ、自分たちが頑張�

って明るい未来を築きたい�」という主旨のメッセ�

ージが数多く見られま�し�た。�

　震災をきっかけに�し�て、子どもたちは気づい�た�

のだと思います。大人の社�会は、彼らの反抗を受�

け止めるだけの体力を失っ�ていることに。彼らに�

とって、もはや大人の社会�は乗り越えていく対象�

ではなく、協力�し�てともにつくり上げて�いかねば�

ならない状態であることに�気がついたのです。�

特　�集�再生への道� 第1回　�ゼロからの造�形教育�

2．美術館�で感�じ�た、子どもたちの変化�1．は�じ�めに�

3．社会�の中で子どもの力を生かす�

社会�の�中で子�ど�も�の�力�を�生�かす�た�め�に�

　アー�ト�プロジェク�ト�の期間中、美術館では実行�

委員�（美術部員）�を一般の展覧会実施者と同じ�よう�

に扱わせてもらいま�し�た。つまり、中学生だから�

といって、お手伝いや体験と�いう�レ�ベルで扱わず、�

他のプロジェク�ト�を実施�し�た大学生やアーティス�

ト�たちと同�じ�立場で参加�し�てもらったのです。最�

初にその説明を�し�た時、青い顔を�し�ていた彼らで�

し�たが、千葉市長へのギャラ�リー�ト�ークも見事に�

成�し�遂げ、顧問の先生の手厚�いご指導と支援を受�

けつつ、素晴ら�し�い展覧会をやり遂げま�し�た。�

　これは、ほんの一例で�し�かないのですが、社会�

の中で子どもたちの力を生か�すことに主眼を置い�

た教育活動を展開�し�ていくためには、学校�や地域�

社会の努力はもちろん必要で�すが、美術館などの�

社会教育施設が両者を結びつ�けるきっかけづくり�

を行うことで、ますます活性�化�し�ていくように思�

います。�

（あずま　けんいち）�

千葉県立美術館研究�員　�東 健一�

と�ばり�



等だ。居並ぶ先輩は、学校�で一人だけの専門家と�

し�てぼくを認知�し�ている。だから、その�「清水の�

舞台」は恐怖でさえあった�。�

　教科書には、機構的工作�とでも呼べるジャンル�

があった。ひのき棒などで�橋や塔などをつくる建�

築的なものや、クランクな�どを利用�し�た動くおも�

ちゃだ。�

　橋や塔をつくることを最�初の６年生に提案�し�て�

つくってもらうことに�し�た。ふんだんにひのき�棒�

や小割り、竹ひごなどを用�意�し�た。若気の至りと�

いうのだろう。ミニチュア�のような掌に乗るよう�

な小さなものはつくらせた�くないと考え、身の丈�

の半分ほどの高さの塔をつ�くるように要請�し�た。�

するとどうだ。全員がぼく�の挑発にのって、馬鹿�

でかいものがたくさん出現�し�て、うれ�し�くなった。�

でも悲劇が控えていた。い�くら後始末をせよと号�

令を掛けても、だめだ。お�がくずや紙くずが山ほ�

ど残っているのに、さっさ�と教室へ引き上げて�し�

まう。残されたぼくはたっ�た一人でごみ掃除。６�

年生は３クラスあったから�、週の２日はごみと格�

闘するはめになった。とっ�ても切なかった。辞め�

たいとさえ思ったものだ。�

　最初の６年生は、だから�全然覚えていない。敵�

のような子どもたちは、ぼ�くとたった10歳�し�か違�

いがなかったのだ。尊敬さ�れるはずがない。頭ご�

な�し�にいくらがなり立ててもだめ�だ。そうすれば�

するほどに反発する。特に�少年たちは…。�

　人間が人間を教育すると�いう不条理を嫌という�

ほど味わって�し�まった21歳だった。�

　いくらか打ち解けてくれ�るようになったのは、�

その翌年の春。ぼくの勤め�ていた東京都北区立西�

ヶ原小学校はまだ、古い木�造校舎が１棟残ってい�

た。空き部屋もある１階が�図工室で、２階が音楽�

室だった。その木造校舎が�取り壊され、新�し�く増�

築された鉄筋の校舎へ図工�室と音楽室が移動する�

ことになった。春なのに大�雪の降った翌日、移動�

のために６年生が全員かり�出されて図工室や音楽�

室の備品や机まですべてを�移動することになった。�

図工室の重い工作机は裏返�し�に�し�て、御輿のよう�

に�し�て担ぎ上げて校庭を運んでい�った。�

　運び終えて、６年生全員�が歓呼の声を上げた。�

成�し�遂げた喜びだ。図工で何かを�つくったわけで�

はない。でも肉体を動か�し�たことで、子どもたち�

の心が動いたのだった。ぼく�は心から子どもたち�

にお礼を言った。初めて、強�ばっていた心が緩ん�

だ瞬間だった。今ではもう当�たり前のようにぼく�

は、�「全身を使った造形活動�…」�などと言う。身も�

心も、そのような肉体の活動�が基本であることを、�

それこそ身をもって子どもた�ちがぼくに教えてく�

れたのだった。�

　このような若輩のぼくを温�かく見守ってくれて�

いた先輩の先生方がいたこと�も忘れてはならない。�

音楽の先生は放課後によく音�楽準備室へぼくを呼�

び入れ、いろいろな人生相談�を四方山話の合間に�

し�てくれた。�５年生の担任だったＭ�、�Ｋ、�Fの３人�

の先生にはホン�ト�に愛情を注いでもらった�。�

　その５年生が６年生になっ�ても、相変わらず、�

ぼくは子どもの中に入れない�でいた。５月になっ�

て暖かくなってきた頃、ぼく�は一つのアイデアを�

思いついた。近くには墓地�（染井霊園）�がある。画�

板に画用紙を挟み、筆箱を持�たせて、そこへ写生�

に行くと言って、校長に許可�をもらい、出かけて�

いった。ポケッ�ト�に空き缶を忍ばせて…。�

　墓地に着くと、ぼくは缶蹴�りをすると宣言�し�た。�

写生をすると思っていた子ど�もたちは大喜びでぼ�

くの提案を快く受け入れてく�れて、みんなで思う�

存分駆け回り、隠れ遊んだ。�いい気分の「写生」�

だった。�

　それから程なく�し�て、新�し�い図工準備室へその�

６年生が遊びに来てくれるよ�うになった。遊び惚�

けることはもう�し�なくなった。ぼくは、彼�らに、�

図工室前の庭に大きな穴を開�けて、池をつくるこ�

とも提案�し�、皆で掘り進め、セメン�ト�を流�し�込ん�

で池をつくった。�

　この場合も、力仕事がキー�ワー�ド�だ。汗をかく�

ことが、筋肉を動かすことが�、創造の原点だと思�

う。�

　創造美育協会の黎明期の牽�引者であった若き木�

水育男も、悪たれる中学生に�向かっていくのに、�

自ら率先�し�て田んぼに入って、生徒�と一緒になっ�

て、田植えから稲刈りまでの�長い肉体活動を経て、�

ようやく子どもたちの信頼を�獲得�し�たと言ってい�

た。�

（すずい�し�　ひろゆき）�
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　「私の失敗談」という�タイ�ト�ルのシリーズが始�

まるのだという。その�ト�ップバッターと�し�て、何�

か書いてほ�し�いと依頼があった。�実を言うと、�2005

年�に「失�敗�の�連�続」�（�『造�形�ジ�ャ�ー�ナ�ル』388号、�

p.4～5）�という拙文を執筆�し�ている。�初めて出会う�

１年生との交流を書いた�ように思う。教師である�

ぼくの言葉一つで、まっ�たく予想も�し�ないことが�

起きて�し�まうことを…。�

　今回は、新�し�い先生方へ向けて先輩�の失敗を書�

くことが、新�し�い先生にとって、同じ�轍を踏まな�

いための予防線になるの�だという。でも、どうな�

んだろう。そのような予�防薬みたいなことをいく�

ら知ったって、どうにも�ならないのだよと、最初�

に釘をさ�し�ておこう。�

　だって、人が人を教え�るのだから、ある人とあ�

る人は、まったく生い立�ちから学んだ事柄が違っ�

ている。文部科学省が子�どもたちの学力について�

言う「資質能力」は、教�師にも当てはまるのだろ�

うから。�

　その上、教育状況がま�ったく違っていることも�

押さえておかなければな�らない。ぼくが教師にな�

った昭和43年頃は、まだ�まだいい加減なところが�

随分あったように思う。�教頭先生は野球好きで、�

いつも教頭机に足をのせ�てラジオから流れる野球�

放送を聞いていた。仕事�もそんなになかったのだ�

と思う。３時30分も過ぎ�ると、中華料理屋さんに�

出前を頼んで、餃子が届�くと、冷蔵庫からビール�

瓶が取り出され、冬には�だるまス�ト�ーブを囲んで�

宴会が始まる。職員室で�のことだ。�

　あきれかえっちゃうだ�ろう。それがぼくの新米�

先生の始まりだった。も�ちろん全員の先生がそこ�

に集まるわけじゃない。�遠巻きに�し�ている先生も�

いた。そ�し�てそれを批判する先生もいた�。だが、�

だるまス�ト�ーブ組は組合活動にも熱心で�、校長相�

手に団体交渉も毎年やって�いた。賃金を上げろっ�

て。ぼくは学生運動も�し�ていたから、当然、だ�る�

まス�ト�ーブ組に自ら入っていった�。�

　今はどうなんだろう。現�場を離れてもう６年に�

もなる。きっと厳�し�い統制が敷かれているに違�い�

ない。退職前には主幹もや�ったから、統制の側に�

立たざるをえなかった。主�幹や主任教諭など５職�

階制の仕組みは、何十年も�かかって、ようやく仕�

上げた方法だ。抵抗するこ�とが極めて難�し�いこと�

になって�し�まった。�

2．若い頃�のぼく�

1．役に立た�ない�じ�ゃないか�

3．サ�ボタージュ�

　右の図版は、初め�

てぼくの実践が『美�

術教育』誌に取り上�

げられた版画だ。で�

も、もう９年も経過�

し�たあとのことだ。�

９年も経てば、大概、�

子どものことが少�し�

はわかって、子ども�

の海の中を泳ぐこと�

ができるようになる。�

そうでなかったら、�

もう資質がないとあ�

きらめて、さっさと�

　本題は、それから遡るこ�と９年。新卒の年のこ�

との記憶をたぐり寄せよう�。�

　大学を卒業�し�たてで、何も分からず、�最初から�

図工の先生と�し�て教壇に立ち、指導�し�なければな�

らない。学校という仕組み�は年齢を問わずに、同�

職を辞�し�たほうがいいかも�し�れない。�

「三コ」 版画（小学5年男子）、�
原作・滝平二郎�

　　NPO法人市民の芸術活動推進委員会理事長、�
武蔵野美術大学講師　�鈴石 弘之�

～新米先生のために～�

私�の�失�敗�談�
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○活動の流れ�

・題材との出合わせ方の工�夫�

　導入段階では、簡単なお�話の絵本をいくつか紹�

介�し�、ス�ト�ーリーの展開や場面の変化�のおも�し�

ろさを味わわせ、絵を通�し�て話をつくることに�

興味をもたせた。また、�アイデアのおも�し�ろさ�

や画面構成、美�し�さなどについても話�し�合い、�

表現の工夫にも注目させ�た。�

・参考作品、資料の活用�

　表現方法については、さ�まざまな表現技法を活�

用�し�た例を紹介�し�、子どもたちの作品づくり�の�

手掛かりと�し�た。�

○ス�ト�ーリーと場面づくり�

　ス�ト�ーリーの構成については、�国語の時間を利�

用�し�て、�2年生が楽�し�めるお話で、�内容が複雑なも�

のにならないように�し�たい。単純で絵に�し�やすい�

ものがよいことなどア�ド�バイス�し�たり、詩など短�

く場面が分割�し�やすいものを紹介�し�たり�し�、グル�

ープごとにテーマを決めて�、ス�ト�ーリーを考えさ�

せた。また、場面の表現の�参考と�し�て図鑑や写真、�

イラス�ト�集などの資料も活用�し�、イメージを広げ�

るための手立てと�し�た。�

・人との対話の場の工夫�

　グループの話�し�合いでは、どんなイメ�ージを表�

現するか、いろいろな案�を話�し�合わせ、簡単な�

画面構成を試させた。ま�た、場面分割が決まっ�

たら、場面ごとに各々簡�単なアイデアスケッチ�

を�し�、構成の�し�かたや効果的な表現方�法につい�

て話�し�合わせ、自分たちが本当�に表�し�たいもの�

を�じ�っくり考えさせた。�

教材研究�
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　もう一つは、表現の幅を�広げるためにさまざま�

な技法を経験させることを�ねらいと�し�、�「自分だけ�

のすてきな模様紙をつくろ�う」という活動を行っ�

た。ここでは、マーブリン�グ、スパッタリング、�

ド�リッ�ピ�ング、�ビ�ー玉転が�し�、デカルコマニーな�

ど、いくつかの表現技法を�体験�し�た。�

～�「紙芝居」�の共同製作�を�通�し�て～�

2．題材�に�ついて�

　自分の思いや願いを豊�かに伝えるためには、ま�

ず、自分の思いを�し�っかりもつことが大切で�ある。�

そのためには、①やって�みたいと思える、②表現�

し�たいことを明確にする、③表�現�し�たいことを工�

夫�し�て表す力が必要になってく�る。�

　①については、その題�材が子どもたちにとって�

興味・関心がもてるよう�なものであることと、教�

師がその題材のおも�し�ろさや魅力を子どもた�ちに�

どう伝えるかを工夫する�必要がある。②について�

は、参考となる作品や活�動に見通�し�がもてるよう�

な資料の準備、表現�し�たいことを明確にする�ため�

の話�し�合いや構想の時間が大切�である。③につい�

ては、さまざまな表現技�法を経験することを通�し�

て、いろいろな表現の可�能性を学び、その活用の�

し�かたを考えていく。そこから�自分の思いや願い�

をより明確に�し�、豊かに表現できるよ�うに�し�たい。�

○題材設定について�

　活動の目的を、縦割り�班で一緒に遊んでいる２�

年生に喜んでもらえるよ�うな「紙芝居」をつくり、�

発表することに�し�た。このように相手意識を�もつ�

ことで、どう作品をつく�ったらよいか、その方向�

性がより明確になるもの�と考えた。�

○小題材でのスキルアッ�プ�

　今回の題材に取り組む�前に、必要なスキルを高�

めることも兼ねて、二つ�の小題材にも取り組んだ。�

　一つは、発想を耕すこ�とを目的と�し�た「アッ！�

とおどろくアー�ト�カー�ド�」をつくる活動を行った。�

これはカー�ド�を広げると折り込まれた�カー�ド�の上�

にのった三角形が分解�し�て�し�まうという仕組みで、�

そこから、それぞれのパ�ーツを何かに見立てて、�

想像�し�たものを表現する活動で�ある。�

1．は�じ�め�に�

　ここでつくった模様紙は�、絵はがきや便箋など�

に利用するだけでなく、�「紙芝居」�づくりの模様紙�

と�し�ても活用�し�た。�

　�「紙芝居」�づくりでは、小題材で学んだ�経験を生�

か�し�て、切ったり貼ったり描いた�りと、さまざま�

な方法を自由に組み合わせ�てもよいことと�し�、よ�

り自由な表現活動ができる�ように�し�た。�

○題材名：世界に一つだけ�の�「紙芝居」�をつくろう�

○学年：第５学年�

○活動計画：６時間�

・テーマとス�ト�ーリーを考える。�（国語）�

・ス�ト�ーリーをいくつかの場面に�分割�し�、おおま�

かな画面の構想を話�し�合う。�（２時間）�

・各ページを個々が分担�し�、自分が表現�し�たい方�

3．活動の実際 

　�

　�

　�

　�

　�

・中間鑑賞�

　製作活動の途中で中間鑑賞�の場も設け、互いの�

作品を見合い、よいところ�をメッセージカー�ド�

に書いたり、ア�ド�バイスカー�ド�でアイデアを伝�

えたりさせた。中間鑑賞後�、子どもたちは意欲�

的に自信をもって作品づく�りに取り組んだり、�

友だちのアイデアを取り入�れてみたりする姿が�

見られた。�

　グループ活動では、友だち�との会話や教え合い�

を通�し�てイメージを膨らませ、自分�が担当する場�

面をどう表現するかを明確に�し�て製作に取り組ん�

でいた。共同で活動に取り組�むことで、つまずき�

を補い合ったり、新�し�い発想を生み出�し�たり�し�て、�

互いを高め合うことができた�。また、協力�し�てつ�

くることの楽�し�さも味わうことができたよ�うであ�

る。作品は読書タイムを利用�し�て兄弟学年に出向�

き、読み聞かせを行った。自�作の紙芝居を紹介�し�

た後、簡単な感想をもらった�ことで、自分たちの�

表現への自信がついたようで�ある。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（せきや　あつこ）�

自分�の�思�い�を�豊か�に�伝�え�る�た�め�に�

千葉県千葉市立�幕張南小学校　�関屋 敦子�

4．おわ�り�に�

法で画面を製作する。�（３時間）�

・�「紙芝居」�にまとめて、作品の発�表鑑賞会を開き、�

友だちの作品の工夫やよ�さを味わう。�（１時間）�

・兄�弟�学�年�で�「�紙�芝�居」�発�表�会�を�開�く。�（�読�書�タ�イ�ム）�

○材料・用具：ボール紙�（八つ切り）�、�色画用紙、�色�

段ボール、�アー�ト�ペーパー�、�花紙、�アルミホイル、�

お�が�く�ず�、�折�り�紙�、�包�み�紙�、�モ�ー�ル�、�割�り�ば�し�、�貝、�

絵の具、�ク�レ�ヨン、�色鉛筆、�カラーペン、�マーブリ�

ン�グ�用�イ�ン�ク�、�は�さ�み�、�カ�ッ�タ�ー�ナ�イ�フ�、�カ�ッ�タ�

ーマッ�ト�、�セロハンテープ�、�両面テープ、�のり、�接�

着剤、�金網、�ブラシ、�ス�ト�ロー、�ビ�ー玉、�グルーガ�

ン、�新聞紙、�ト�レ�ーなど。�

・製作の場の工夫�

　各ページを個々で製作する�活動では、つくる場�

面のイメージに沿って、使�いたい材料が選べる�

ようにさまざまな材料を集�めたり、いろいろな�

表現技法が活用できるよう�にコーナーを設けた�

り�し�た。�



め、授業が終わると息つく�間もなく展示の準備に�

取りかからねばならない。�四つ切り画用紙に絵手�

紙を８枚ずつ貼りつけてい�く。効率化を図るため、�

画用紙にはがきサイズの穴�を開けてつくった�レ�イ�

アウ�ト�枠を用いた。�し�か�し�、隣り合う作品の色み�

などを考えながら貼ってい�ると、１クラスの準備�

に50分程度かかって�し�まう。まさに時間との勝�負�

である。�

　飾りつけは郵便局が行う�。展示は好評で、年末�

年始の忙�し�い中、足を止めて感想�を寄せてくれた�

方は80人に上った。以前は�感想ノー�ト�を準備�し�て�

いたが、�「人に見られるので書きづ�らい」�などの理�

由で不評であった。そこで�、短冊状の感想カー�ド�

を用意�し�たところ、多くの地域の�方々が思いや願�

い、励ま�し�の言葉を綴ってくれる�ようになった。�

「心が温かくなった」�「ぜひ来年も続けてほ�し�い」�

と感想カー�ド�に綴られた一言一句に、生�徒だけで�

なく、私も元気づけられた�。これらの感想は授業�

中に紹介するとともに、す�べての感想カー�ド�を廊�

下などに掲示�し�た。�絵が苦手な生徒の中には�、�「自�

分�の�描�い�た�絵�手�紙�を�本�当�に�喜�ん�で�く�れ�て�い�る�の�

か」という思いをもってい�る者も少なからずいた。�

し�か�し�、掲示された言葉を目の当�たり�し�た生徒た�

ちは、自らの活動の成果を�改めて実感�し�ていた。�

　学校に届いたお年寄りか�らの手紙は、コ�ピ�ーを�

取って校内に掲示する。そ�の手紙は生徒全員に届�

いているのと同じことだと�思うからだ。３年生に�

届いた手紙にはお礼ととも�に受験への励ま�し�の言�

葉が添えられ、文末は「私�も頑張ります」と強い�

意志で結ばれていた。�

　生徒の変容を見取るため�に、活動の振り返りを�

行った。これには、生徒が�自らの心と向き合い、�

思いを言葉と�し�て定着させる役割もある�。�

　�「来年もこの活動を続けた�ほうがよい」�と考える�

生徒は98％超に上った。また�、多くの生徒が「言�

葉だけではなく、絵があるほ�うが気持ちが伝わる�

と思う」と答えた。美術のも�たらす働きに気づい�

てくれたのだろう。また、美�術に苦手意識を抱い�

ている生徒の多くも「描いて�いるうちに『描きた�

い』と思うようになった」と�自らの心境の変化を�

感�じ�ていた。さらに２・３年�生の記述を昨年のも�

のと比較すると、表現に対す�る考えや活動の意義�

への理解が深まり、活動を継�続することが生徒の�

成長につながっていることが�わかる。�

　また、感想カー�ド�の提示によって、ほと�んどの�

生徒が地域の人に認められて�いることを実感する�

ことができた。感想カー�ド�は生徒のモチベーショ�

ンを高め、活動を継続させる�ためのカンフル剤と�

し�ての重要な役割を担ってい�る。校外での絵手紙�

の展示は、生徒と地域の間に�コミュニケーション�

を生み出�し�、地域に潤いをもたら�し�ている。以下�

は活動を振り返った生徒の感�想である。�

・絵手紙を描き、達成感を感じ�た。�

・よいことをすると気持ちが�よい。�

・お年寄りが喜んでくれると�自分もうれ�し�い。�

・絵が人の心を動かすことに�驚いた。�

・全員で取り組むことに意味�があると思う。�

・地域の一員と�し�ての自覚が生まれた。�

　このように記述と数値の両�面から、地域とのつ�

ながりを深めることで、生徒�の自己肯定感を高め�

ることができたと考える。こ�の成果をもとに、生�

徒が主体的に表現することが�できるように継続的�

に取り組んでいきたい。�

　昨年は、生きることの意味�について改めて考え�

させられた１年であった。人�生の目的は、人を幸�

せに�し�、自らも幸せになることだと�心の底から思�

うようになった。�

　今回の活動では、たくさん�の人と心をつなぎ、�

幸せを共有することができた�と思う。これも郵便�

局や地域の方々の有形無形の�ご協力のおかげであ�

り、本当に感謝�し�ている。�

（えとう　ひろのり）�

14

教材研究�
中　�学　�校�

　子どもの自己肯定感の�低さが言われて久�し�いが、�

私がかかわる「美術」を�通�し�て生徒の自己肯定感�

を高めることができない�かと考えた。つまり、自�

信をもって表現に取り組�むことのできる生徒を育�

てたいのである。そこで�、本校では昨年から生徒�

の自己肯定感を高めるこ�とを目的に、全校生徒約�

320人�で�校�区�内�に�住�ん�で�い�る�ひ�と�り�暮�らし�の�お�年�

寄りに絵手紙で年賀状を�送っている。絵手紙は思�

いを伝えるコミュニケー�ションツールであり、直�

接的に地域とのつながり�を深めるのに適�し�た題材�

である。�

　自己肯定感を高める指�導のポイン�ト�は手立ての�

工夫にある。今回の手立�てのキーワー�ド�は「可視�

化」である。人は他者か�ら認められ、褒められる�

とうれ�し�いものである。自分たちの行�為が人の役�

に立つことを生徒に実感�させるためには、この活�

動を地域の方々に広く伝�え、その感想を生徒の目�

に見える形で提示すれば�よいのではないかと考え�

た。そこで、町内の郵便�局に活動の趣旨を説明�し�、�

展示をお願い�し�た。�

　11月下旬～12月上旬に�かけて、全クラスでそれ�

ぞれ１時間の授業を行っ�た。絵手紙は同�じ�ものを�

２枚描かせる。１枚はお�年寄りへ送り、もう１枚�

を郵便局に展示すること�を生徒に伝える。�

　事前の課題と�し�て、干支の「辰」の絵と「�あけ�

ま�し�ておめでとうございます」�などの言葉を�レ�イ�

アウ�ト�し�た下絵を描かせる。本題材は�、思いやり�

の心という道徳的心情を�育むことができるが、ゴ�

ールは美術であることを�忘れてはならない。造形�

上の課題に取り組むから�こそ絵手紙に作品と�し�て�

の普遍性が生まれる。そ�こで、造形的にどのよう�
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3．地域�と�のつ�なが�り�を�深め�る�

に表現すれば「絵に思いを�託す」ことができるの�

かを生徒に考えさせた。以�下は生徒の考えである。�

・丁寧に描いたり塗ったり�する。�

・元気が出るように「辰」�や文字を大きく描く。�

・気持ちが明るくなるよう�に暖かい色を使う。�

・文字の形�（書体）�を工夫する。�

　授業前の休み時間に生徒�の描いた下絵を見なが�

ら賞賛やア�ド�バイスの声を掛けてまわる�。生徒は�

見たことのない「辰」の表�現に相当悩んだようだ�

が、その分よいアイデアが�生まれている。最初に、�

生徒会でボランティアを担�当するクラスの厚生委�

員が活動の意義や心構えに�ついて呼びかける。導�

入で活動の趣旨や手順を説�明�し�た後、取りかかる。�

まず、はがきに墨汁で描画�し�、ポスターカラーで�

着色�し�ていく。慣れない筆の扱い�にとまどいなが�

らも、みんな真剣な面持ち�である。余白に「今年�

も元気でお過ご�し�ください」などと自分�の気持ち�

を書き添え、最後に消�し�ゴムを彫ってつくった�一�

字印を押�し�て完成である。�

　お年寄りの宛名は個人情�報に当たるので、�「お�じ�

いさん　おばあさんへ」と�だけ書く。また、差出�

人のところには「学校の住�所、学年、氏名」を記�

す。出来上がった絵手紙は�、社会福祉協議会を介�

し�て、地域の民生委員がお�年寄りに直接手渡�し�で�

届けていただいた。�

　12月中旬～１月末に千歳�郵便局および千代田郵�

便局を会場に�し�て絵手紙の展覧会を開く�。そのた�

1．�美術�に�で�き�る�こ�と�、�美術だか�ら�で�き�る�こ�と�

2．絵�に�思い�を�託す�

4．生徒の�心の動�き�

5．おわ�り�に�

心�を�つ�な�ぐ�絵手紙�
～地域�と�のつなが�り�を�深め、�生徒の自己肯定感�を�高め�る�～�

佐賀県神埼市立�千代田中学校　�衞藤 拡典�

え�と�

生徒が呼びかけを行う� 辰の絵に悪戦苦闘する  

郵便局での展示風景� 感想カードに見入る生徒�
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　学校現場において日々実�践�し�ている先生方は、�

誰もがいい授業を�し�たいと考えている。そ�し�て、�

ちょっとでも造形教育をかじ�ったことのある人な�

らば、そのいい授業とは大�人顔負けの上手な絵や�

立派な作品を生み出すこと�だけを目的と�し�たもの�

ではないことに気づいてい�るであろう。目の前に�

いる子どもたちが、意欲的�に取り組み、その子ら�

し�さが存分に発揮されるよ�うな活動を目指�し�て指�

導�し�ているに違いない。それは、�教育の成果が見�

える形での作品だけにある�のではなく、活動を通�

し�ての子どもの成長にある�ことを教師自身が実感�

と�し�て知っているからである。�

　では、そのような授業づ�くりのためには何が必�

要なのであろうか。本書に�おいて著者の佐々木氏�

は、授業づくりを「授業デ�ザイン」と呼ぶことで、�

より客観的、論理的にとら�えることの重要性を説�

いている。ここでは授業を�構成するさまざまな要�

素を明らかに�し�、それらがどのように組�み合わさ�

れて授業が成立�し�ているのかを理論と具�体的な実�

践例をもとに説明�し�ている。そ�し�て、このことは�

授業をどのように評価�し�ていくのかという「授�業�

分析」の視点を示すことに�もなっているのである。�

　日々の授業においては、�とりあえず目新�し�い教�

材を見つけてきたり、手っ�取り早く指導のハウツ�

ーを求めたりすることでは�、見えてこないことが�

たくさんある。本書は、そ�のような授業者の授業�

に対する安直な構えを厳�し�く指摘�し�ているとも言�

える。その意味では、魅力�的な題材が集められた�

題材集や誰もがその通りに�指導することを求める�

参考書とは明らかに一線を�画するものである。�し�

たがって、本書を手に取っ�たからといって、その�

日の授業をこの中から見つ�けてきてすぐに実践で�

きるというものではないか�も�し�れない。�し�か�し�、�

それ以上に本書を通�し�て今までは意識されてい�な�

かった授業の構成�

要素に目を向け、�

それらの関係を通�

し�て一つの授業が�

より立体的に見え�

てくるならば、読�

者にとってこのこ�

とが大きな財産と�

し�て自らの授業と�

その実践に生きて�

くることは間違い�

ないであろう。な�

ぜなら、この授業�

書評�『造形教育におけ�る�授業デザ�イ�ン�と�授業分析』�
　　�佐々木達行�〈著〉�

者の授業に対するとらえ方が�授業の可能性をも広�

げることにつながるからであ�る。�

　学校や研究会での公開授業�や実践発表は、授業�

を通�し�てその授業そのもののあり方�や実践からの�

成果と課題を協議�し�、教師が学ぶ機会と�し�て大切�

に�し�たいものである。それだ�けに、そこでの話�し�

合いが一つの授業の中だけで�終わって�し�まうこと�

は、少々残念なことである。�というのも、その授�

業の妥当性を検討�し�ていくためには、教科�におけ�

る他の授業との関連の中から�その授業の位置づけ�

を確認�し�ていくことが必要となるか�らである。こ�

のことは、授業のもととなる�題材をどのように配�

列�し�、カリキュラムを構成す�るのかということを�

考えることにもつながる。そ�し�て、そのときにこ�

そ本書にある「授業デザイン�」の視点が検討の切�

り口と�し�て有効になると言える。�

　このように考えると、本書�から学ぶべきことは、�

「授�業�デ�ザ�イ�ン」の�考�え�方�を�明�確�に�も�つ�こ�と�に�

よって可能となる、教科と�し�てのカリキュラム構�

造を背景と�し�た授業づくりの重要性という�ことで�

あろう。� （こばや�し�　たか�し�）�

東京造形大学教授　�小林 貴史�

て最後は作品と�し�て仕上げる。�

　その過程の中�で互いのよさや、�

相手に対する配�慮の大切さに気�

づいたりするよ�うに心掛けてい�

る。�

　このような一�種の創作交流活�

動は、遊び感覚�でできるものか�

ら始めるとよい�。新�し�い集団の�

中で安心�し�て表現活動ができ�る�

環境を整えたと�きに、子どもた�

ちが本来もって�いる自由な発想�

や、のびのびと�し�た表現が生ま�

れてくる。�あるクラスでは�、�「好�

き�勝�手�な�粘�土�遊�び�」�に�な�り�か�け�た�

が�、�話�し合�い�活�動�が�機�能�して�い�た�

ので、学習活動�のルールを自分�

たちで確認�し�合うことができ�た。�

　単元の目標や�表現の楽�し�さを�

確認�し�ながら学習を進�められる�

ようになったこ�とは、年度当初�

から大きな進歩�であった。�

（さいとう　たけひろ�）�

　久�し�ぶりに大規模校で�の勤務�

となり、1～3年生19クラスの�

美術を担当�し�ている。どのクラ�

スも40人近い人数で、�一人一人�

の�生�徒�を�把�握�す�る�ま�で�に�1年�近�

くを要�し�、苦労�し�ている。�

　私の学校は多く�の小学校区か�

ら生徒が集まる。�そのことも影�

響�し�てか、生徒どう�し�の関係性�

に希薄な面を感じ�る。年度当初�

は発言�し�たり描いたりする活動�

で積極性が見られ�なかった。深�

くかかわることを�億劫に�し�てい�

る面や話�し�合い活動が機能�し�な�

いといった場面は�、どのクラス�

でも共通であった�。�

　この年は校内研�修で授業力の�

向上を掲げていたこ�ともあって、�

美術科では共同制作�の場面を意�

図的に取り入れてみ�ることに�し�

た。�例えば、�2年生の立体でイメ�

ージを表現する単元�において、�

生活班で集合彫刻に�挑戦させて�

いる。�

　表現のための材料�は粘土を使�

用する。個々が自由�につくると�

ころから始まり、漠�然と�し�たイ�

メージから徐々に班�で一つの表�

現テーマが決まって�いく。そ�し�

　幼児がお気に入�りの石を大事�

に�し�ているように、子ど�もは本�

来、よいモノをと�らえる感性を�

もっている。�し�か�し�、既製の品�

物�に�囲�ま�れ�て�そ�の�感�性�は�埋�も�

れ、経験不足も重�なり、つくり�

出す喜びさえ忘れ�る傾向が見ら�

れる。�

　子どもがもって�いる発想力を�

生かす題材と�し�て、身近な材料�

を利用�し�て生き物づくりを試み�

た。すると、さま�ざまな生き物�

を形づくり、それ�らを使って楽�

し�そうに遊ぶ姿が見られ�た。�

　子どもの発想は�、生き物づく�

り�の�さ�ら�に�先�へ�進�ん�で�い�る�の�

で、絵やコラージ�ュで表現�し�た�

……………………………………………………………………�………�

画面に生き物をのせ�ると、不思�

議な生き物が住む世�界が生まれ�

た。さらに木工の活�動を組み合�

わせてステージに空�間をつくる�

と立体的な表現が生�まれ、生き�

物が物陰に隠れたり�、空間を動�

いたりするような生�き物どう�し�

のかかわりが見えて�きた。�

　子どもがのこぎり�やかなづち�

を使う経験に乏�し�い実態があれ�

ば、�「虫たちの標本�箱」�という題�

材にも応用�し�たい。箱の設計や�

道具の使用も楽�し�い経験となっ�

ているようである。�

　複合的な表現がで�きる活動を�

することで子どもが�もっている�

発想力を引き出すと�ともに、技�

能を高められる�ような題材づく�

りを工夫�し�続けていきたいと�思�

う。� （みやひさ　こうじ�）�
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